

































































































































































































































































































































































































































































































































カリーア /風早八十二・五十嵐二葉訳『犯罪と刑罰』〔岩波文庫、第 59 刷、2014 年〕
44-45 頁、黒須純一郎『チェーザレ・ベッカリーア　「犯罪と刑罰」・「公共経済学」と
啓蒙の実践』〔御茶の水書房、2013 年〕61 頁、佐藤晴夫訳『ベッカリアの「犯罪と刑
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批判を行ったものがある（Allgmeine Literatur-Zeitung, Jahrg.1813, Sp.502-503）。す
なわち、「身分の平等という原則は人間性という観点からではなく、独立性という観
点から考察されなければならない。というのも、身分の平等性の基礎になっているの
は、裁判官は自己の固有の利益によって被告人を恣意から保護すべきであるという思
想なのである。従って設置されるべき裁判官は、その裁判官たち自身が裁かれるであ
ろうのと同じ原則によって裁く裁判官である。被告人は大抵原告に従属しているので、
裁判官の独立によって均衡が創出され、被告人は、たとえば国王によって起訴される
京女法学　第 11 号238
家来が家来によって裁かれるのと同じ従属状態にある裁判官によってのみ有罪を言い
渡されることになろう。」、というのである。
（続く）
